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2

村
の
動
き
が
変
わ
り
ま
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
村
長
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
た
よ
り
で
す

3

雪
が
解
け
て
、
金
剛
山
の
頂
上
に
も

遅
い
春
が
や
っ
と
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

千
早
赤
阪
村
平
成
17
年
度
予
算
は
、
３

月
議
会
で
、
賛
成
９
・
反
対
２
で
議
決

い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
億
３
千
万
円
余

の
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
、
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
し
た
が
、
対
前
年
度

比
10
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
25
億
１
千
万
円

余
の
予
算
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
非
常
に
厳
し
い

予
算
で
す
が
、
少
し
の
間
時
間
を
く
だ

さ
い
、
村
に
も
金
剛
山
と
同
じ
よ
う
に

必
ず
遅
い
で
し
ょ
う
が
春
は
巡
っ
て
き

ま
す
。

４
月
１
日
、教
育
長
が
就
任
し
ま
す
。

長
い
間
、村
の
運
営
は
変
則
で
し
た
が
、

や
っ
と
正
常
運
営
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
大
急
ぎ
で
村
が
新
し
い
行
政
の

枠
組
み
に
対
応
で
き
る
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
と
改
革
、
独
り
立
ち
に
向
か
っ
て
の

最
後
の
財
政
健
全
化
方
策
を
策
定
い
た

し
ま
す
。

４
月
24
日（
日
）に
は
、
村
議
会
議
員

の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
し
い
議
員

が
決
ま
り
、議
会
の
構
成
が
決
定
次
第
、

最
後
の
（
仮
称
）
財
政
健
全
化
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
住
民
・
議
会
・
行
政
協

働
で
新
し
い
「
む
ら
」
の
形
、「
む
ら
」

の
方
針
、「
む
ら
」
の
あ
り
方
を
模
索

し
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
村
づ
く

り
の
基
本
政
策
と
し
ま
す
。

私
た
ち
の
千
早
赤
阪
村
に
は
、
す
ば

ら
し
い
資
源
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

の
最
高
峰
金
剛
山
、
西
側
斜
面
に
広
が

る
３，

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ

杉
・
檜
の
人
工
林
、
ふ
も
と
に
広
が
る

温
州
み
か
ん
を
中
心
と
し
た
果
樹
園
、

河
内
平
野
と
の
間
に
広
が
る
金
剛
・
葛

城
か
ら
湧
き
出
る
冷
涼
な
水
を
引
き
入

れ
た
う
ま
い
米
の
取
れ
る
水
田
、
特
に

日
本
の
棚
田
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
下

赤
阪
城
跡
の
南
側
に
広
が
る
一
帯
は
、

春
の
新
緑
、夏
か
ら
米
の
取
入
れ
ま
で
、

秋
の
彼
岸
花
や
冬
の
荒
涼
と
し
た
田
園

風
景
は
、「
癒
し
系
」
の
代
表
的
な
風

景
で
す
。

河
内
は
古
く
か
ら
開
け
た
地
域
で
す
。

村
の
大
先
輩
で
あ
る
楠
木
正
成
に
ま
つ

わ
る
史
跡
も
村
内
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
し
、
無
形
文
化
財
も
数
多
く
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。た
だ
少
々
残
念
な
の
は
、

村
を
代
表
す
る
企
業
群
が
少
な
い
こ
と

で
す
。
平
成
元
年
か
ら
民
間
主
導
で
始

ま
っ
た
二
河
原
辺
・
水
分
地
区
の
開
発

は
、
４
社
が
操
業
中
、
あ
と
一
歩
で
満

杯
と
な
り
ま
す
。
国
道
３
０
９
号
河

南
・
赤
阪
バ
イ
パ
ス
第
１
期
区
間
沿

線
、
第
２
期
区
間
沿
線
に
無
公
害
形
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
流
通
セ
ン

タ
ー
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ー
関
連
企
業
を
ぜ
ひ
誘
致
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
す
で
に
工
事
が
始
ま
っ
て

い
る
和
歌
山
か
ら
京
都
に
抜
け
る
京
奈

和
自
動
車
道
の
開
通
時
に
村
は
、
最
高

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。

千
早
赤
阪
村
サ
バ
イ
バ
ル
作
戦
は
、

「
む
ら
」
の
財
産
で
あ
る
金
剛
山
と
そ

れ
に
繋
が
る
広
大
な
山
林
、
果
樹
園
、

田
、
畑
、
村
の
偉
人
で
あ
る
楠
木
正
成

に
ま
つ
わ
る
史
跡
群
、
有
形
・
無
形
の

文
化
財
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
た
、
観

光
客
を
招
き
寄
せ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー

を
作
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
マ
ス
コ

ミ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま

す
。自

然
、住
宅
地
、商
業
地
、工
業
地
、娯

楽
地
域
、
街
と
し
て
の
ツ
ー
ル
が
す
べ

て
は
そ
ろ
わ
な
く
て
も
、「
む
ら
」
の

発
展
に
は
、
あ
る
程
度
必
要
で
す
。
農

振
農
用
地
、
市
街
化
調
整
区
域
な
ど
の

規
制
緩
和
も
サ
バ
イ
バ
ル
の
課
題
で
す
。

携
帯
電
話
も
使
え
な
い
地
区
が
あ
る
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
サ
ー
ビ
ス
も
無
い
、
コ
ン
ビ
ニ
も

無
い
で
は
、
ヤ
ン
グ
に
村
に
止
ま
れ
と

い
っ
て
も
無
理
で
す
。
企
業
は
来
ま
せ

ん
。
大
急
ぎ
で
世
間
並
み
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
努
力
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
予
算
額
か
ら
み
た
主
な
指
標
は

次
の
と
お
り
で
す
。

総
人
口
（
２
月
末
現
在
）

６，
８
３
３
人

１
人
当
た
り
村
民
税
負
担
額

３
９，
５
６
４
円

１
人
当
た
り
固
定
資
産
税
負
担
額

４
２，
７
３
９
円

老
人
１
人
当
た
り
老
人
福
祉
費

（
65
歳
以
上
人
口
１，
５
７
５
人
）

５
６，
４
５
５
円

児
童
１
人
当
た
り

小
学
校
費
（
３
１
１
人
）

赤
阪
小
学
校
　
　
136
人

千
早
小
学
校
　
　
60
人

１
６
５，
３
１
２
円

多
聞
小
学
校
　
　
25
人

小
吹
台
小
学
校
　
90
人

生
徒
１
人
当
た
り

中
学
校
費
（
１
５
６
人
）

２
１
８，
３
０
８
円

園
児
１
人
当
た
り

幼
稚
園
費
（
73
人
）

９
５
２，
４
５
２
円

児
童
・
園
児
１
人
当
た
り
給
食
費

１
７
４，
６
４
１
円



「
予
算
」
と
は
、
毎
年
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
の
収
入
や

支
出
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
の
見

積
も
り
を
立
て
計
画
的
に
使
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。
収
入
に
は
、
村
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
収
、
地
方

交
付
税
、
国
・
府
補
助
金
、
村
債

（
借
金
）
な
ど
が
あ
り
、
支
出
に
は
、

大
き
く
分
類
す
る
と
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）、
投

資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
、
災

害
復
旧
事
業
費
）、
物
件
費
、
維
持

補
修
費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
表
１
参

照
）ま

た
、
村
の
会
計
は
、
大
き
く
分

け
て
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営

事
業
会
計
の
３
つ
に
区
分
で
き
ま
す
。

一
般
会
計

村
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
村

税
、
地
方
交
付
税
な
ど
を
主
な
財
源

と
し
て
、
福
祉
・
教
育
の
充
実
や
、

道
路
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

う
た
め
の
会
計
の
こ
と
。

特
別
会
計

特
定
の
収
入
を
特
定
の
事
業
に
使

う
な
ど
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理

〝
村
の
予
算
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
の
？
〞

を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け
る

会
計
の
こ
と
。

村
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
老
人
保
健
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
、
観
光
事
業
特
別
会
計
の
５
つ
の

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

公
営
事
業
会
計

事
業
収
入
に
よ
り
、
原
則
と
し
て

独
立
採
算
で
経
営
を
行
う
事
業
に
つ

い
て
設
け
る
会
計
の
こ
と
。

村
で
は
、
水
道
事
業
会
計
が
あ
り

ま
す
。

義
務
的
経
費
（
表
１
参
照
）
は
、

皆
さ
ん
の
家
計
で
い
え
ば
、食
糧
費
、

教
育
費
、
医
療
費
、
家
の
ロ
ー
ン
の

返
済
金
な
ど
に
該
当
す
る
経
費
で
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年

11
月
に
策
定
し
た
第
２
次
財
政
健
全

化
方
策
（
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
19

年
度
）
に
よ
り
、
村
長
、
助
役
、
教

育
長
の
特
別
職
は
、
平
成
15
年
１
月

か
ら
15
％
の
給
料
カ
ッ
ト
、
一
般
職

は
平
成
16
年
４
月
か
ら
７
％
、６
％
、

５
％
の
給
料
カ
ッ
ト
、議
員
報
酬
は
、

３
％
カ
ッ
ト
、
そ
の
他
の
委
員
報
酬

は
10
％
カ
ッ
ト
を
実
施
し
、
経
費
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
11
年

度
を
ピ
ー
ク
に
し
て
平
成
12
年
度
に

は
、
一
時
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
要
因
に
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
介

護
保
険
事
業
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ

る
減
少
が
大
き
く
、
今
ま
で
の
高
齢

者
へ
の
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

「
措
置
」
と
い
う
形
態
か
ら
「
保
険
」

と
い
う
形
態
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

そ
れ
以
降
の
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、

微
増
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
は
、
少

子
化
や
高
齢
化
対
策
費
（
乳
幼
児
医

療
、
障
害
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
）

の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
今
後
も

増
加
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

投
資
的
経
費
（
表
１
参
照
）
は
、

皆
さ
ん
の
家
計
で
い
え
ば
、
家
の
増

改
築
や
台
風
に
よ
る
屋
根
瓦
の
修
理

代
な
ど
に
該
当
す
る
経
費
で
す
。

投
資
的
経
費
は
、
村
立
保
健
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
た
平
成
８
年
を
ピ
ー

ク
に
そ
の
後
は
減
少
し
続
け
て
お

り
、
平
成
15
年
度
決
算
で
は
平
成
８

年
度
の
約
８
分
の
１
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
投
資
的
経
費
が
落
ち

込
ん
で
い
る
要
因
に
は
、
義
務
的
経

3

広
報
３
月
号
で
は
、
財
政
悪
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
地
方
交
付
税
の
減
額
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
村
が
行
財
政
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
、
必
要
な
経
費
（
支
出
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〝
千
早
赤
阪
〞
再
生
に
向
け
て

〝
容
易
に
減
ら
せ
な
い

義
務
的
経
費
〞

〝
投
資
的
経
費
の
抑
制
〞

歳出の性質別 内　　容

人 件 費

※
公 債 費

義務的経費

扶 助 費

普通建設

※ 事 業 費

投資的経費
災害復旧
事 業 費

物　　件　　費

維 持 補 修 費

補　助　費　等

繰　　出　　金

※義務的経費とは、法律や性質上支出が義務づけられている経費のこと
で、義務的経費の歳出全体を占める割合が高くなればなるほど財政が
硬直化してしまいます。
※投資的経費とは、道路、学校、庁舎など公共用又は公用施設の新増設
などの建設事業に要する経費や大雨、台風などの災害によって被害を
受けた施設などを原形に復旧するのに要する経費のことをいいます。
投資的経費が伸びるほど財政に柔軟性がある市町村といえます。

表１　歳出の性質別分類

村民の皆さんに直接給付される乳幼
児医療費の助成、児童手当の給付や
障害者福祉にかかる経費などをいい
ます。

村が借入れた村債（借金）の償還金
（元金及びその利子）のことをいいます。

村長などの特別職や議員に支払われる
報酬、職員などに支払われる給料や職
員手当などをいいます。

道路や学校施設など公共施設の建設に
かかる経費のことをいいます。

災害によって被害を受けた施設などを
復旧する経費をいいます。

公共施設の電気・水道代などの光熱水
費や公用車のガソリン代などの施設維
持費などのことをいいます。

村が管理する公共施設の修繕にかかる
経費をいいます。

各種団体への補助金や負担金などをい
います。

特別会計の事業（国民健康保険事業、
老人保健事業、介護保険事業、下水道
事業、観光事業）に対して、不足が生
じる場合に税金による補てん（一般会
計から特別会計に補てん）をすること
をいいます。

図１ 義務的経費及び支出合計に占める割合（構成比率）の推移
（億円）� （%）
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4

費
な
ど
が
増
大
し
、
投
資
的
経
費
に

回
す
お
金
が
な
い
こ
と
を
表
し
て
お

り
、
財
政
に
余
裕
が
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

物
件
費
、
補
助
費
な
ど
（
表
１
参

照
）
は
、
皆
さ
ん
の
家
計
で
い
え
ば
、

光
熱
水
費
、
テ
レ
ビ
の
修
繕
や
地
区

な
ど
へ
の
会
費
な
ど
に
該
当
す
る
経

費
で
す
。

特
に
物
件
費
は
、
平
成
12
年
の
地

方
分
権
一
括
法
に
よ
る
国
や
大
阪
府

か
ら
の
事
務
移
譲
に
よ
り
、
そ
の
処

理
の
た
め
の
電
算
化
な
ど
の
経
費
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
前
述
の
と
お
り
５
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
会
計
の
う
ち

特
別
会
計
の
事
業
に
対
し
て
、
不
足

が
生
じ
た
場
合
に
税
金
に
よ
る
補
て

ん
（
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
に
補

て
ん
）
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
繰
出
金
」
と
い
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
計
で
い
え
ば
、
下
宿
し

て
い
る
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
な
ど
に

該
当
す
る
経
費
で
す
。

繰
出
金
は
、
平
成
12
年
度
頃
か
ら

急
激
に
増
え
は
じ
め
、
年
々
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因

に
は
、
介
護
保
険
事
業
へ
の
補
て
ん

が
大
き
く
、
そ
の
ほ
か
老
人
保
険
事

業
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
下
水
道

事
業
へ
の
補
て
ん
の
増
加
が
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
介
護
保
険
、

老
人
保
健
、
国
民
健
康
保
険
は
、
高

齢
者
な
ど
に
と
っ
て
不
可
欠
な
事
業

で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
高
齢

化
の
進
展
の
影
響
で
財
政
的
な
負
担

は
増
え
続
け
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。（
図
３
参
照
）

こ
れ
ま
で
、
収
入
で
は
地
方
交
付

税
の
減
額
、
村
税
の
減
少
な
ど
、
ま

た
支
出
で
は
、
容
易
に
減
ら
せ
な
い

義
務
的
経
費
、
繰
出
金
の
増
額
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、〝
い
っ

た
い
、
今
後
の
村
の
財
政
は
大
丈
夫

な
の
か
〞
と
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
２
次
財
政
健
全
化
方
策
で
は
、

今
後
、
５
年
間
の
財
政
見
通
し
に
よ

り
、と
る
べ
き
措
置
を
明
ら
か
に
し
、

実
行
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
財

政
見
通
し
に
よ
り
見
込
ん
で
い
た
収

入
が
、
税
収
の
減
や
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に

よ
り
大
き
く
崩
れ
、
財
源
不
足
が
生

じ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
予
算
で
は
、
約
２
・

３
億
円
の
財
源
が
不
足
し
、
基
金

（
貯
金
）
を
取
り
崩
し
て
予
算
を
調

製
し
ま
し
た
。

基
金
と
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
い

え
ば
、預
貯
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

村
の
基
金
に
は
、
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
、
そ
の
他
特
定
目
的
基
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
財
政

調
整
基
金
は
、
年
度
間
の
収
支
の
不

足
が
生
じ
た
場
合
に
そ
の
資
金
不
足

分
を
補
う
た
め
の
基
金
で
、
平
成
17

年
度
予
算
編
成
で
は
、残
高
が
約
５，

３
０
０
万
、
そ
の
他
基
金
を
合
わ
せ

て
も
約
９，

７
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
基
金
も
底
を
つ
く
状

況
で
す
。（
図
４
参
照
）

本
村
の
場
合
、
約
▲
３
億
円
の
赤

字
が
発
生
す
る
と
、
準
用
財
政
再
建

団
体
に
転
落
す
る
こ
と
に
な
り
、
す

べ
て
の
事
業
な
ど
が
国
の
監
督
下
に

置
か
れ
、
村
独
自
の
判
断
で
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。（
図
５
参
照
）

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
を
回
避
す

る
に
は
、
さ
ら
な
る
経
費
の
削
減
と

収
入
増
が
必
要
で
あ
り
、
新
た
な
健

全
化
方
策
を
策
定
し
、
住
民
、
議
会
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
苦
難
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

〝
物
件
費
、
補
助
費

な
ど
の
推
移
〞

〝
繰
出
金
に
よ
る財政

圧
迫
〞

〝
今
後
の
村
財
政
の

見
通
し
は
ど
う
な
の
？
〞

図２　投資的経費の推移
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図３　繰出金の推移
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昭
和
60
年
４
月
25
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
平
成
17
年
１
月
18
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
千
早
赤
阪
村
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
村
外
へ
転

出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
有
権
者
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
投
票
の
と
き
に
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。
万
一
、
投
票
所
入
場

券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が

あ
り
選
挙
権
の
あ
る
人
は
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
そ
の

投
票
所
入
場
券

投
票
で
き
る
人

平
成
17
年
３
月
議
会
定
例
会
で
議
員
定
数
条
例
が
可
決

さ
れ
定
数
が
12
人
か
ら
10
人
に
な
り
ま
し
た
。

立
候
補
届
出
日

日
　
時

４
月
19
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
　
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
　
２
階
会
議
室

た
だ
し
、
午
前
10
時
以
降
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

投
票
日

４
月
24
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

開
票
お
よ
び
選
挙
会

４
月
24
日（
日
）
午
後
９
時
15
分

く
す
の
き
ホ
ー
ル
　
２
階
会
議
室

こ
と
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

投
票
所
は
、
投
票
所
入
場
券
の

「
投
票
所
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い

る
場
所
で
す
。

な
お
、
村
内
で
転
居
さ
れ
た
場
合

は
、
転
居
の
時
期
に
よ
り
、
前
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所

投
票
区

投

票

所

所
在
地

１

赤
阪
小
学
校
体
育
館

水
分
56
番
地

２

千
早
小
学
校
体
育
館
東
阪
388
番
地

３

千
早
老
人
憩
い
の
家
千
早
240
番
地

４

小
吹
台
小
学
校

小
吹
68
番
地

体
育
館
の
７
８
０

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
、
介

護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態

区
分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
人
は
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求

は
４
月
20
日
ま
で
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
病
院
に
入
院
中
の
人
や

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
中
の
人
に

つ
い
て
は
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る

指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
を
行
う
こ

と
を
そ
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

a
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が

あ
る
人

s
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
で
、
投
票

日
に
投
票
区
内
に
い
な
い
人

d
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由

で
歩
け
な
い
人

※
投
票
日
に
は
20
歳
に
な
る
が
、
投

票
日
前
に
お
い
て
は
19
歳
で
あ
り
選

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

挙
権
を
有
し
な
い
人
な
ど
は
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期
間

４
月
20
日（
水
）〜
４
月
23
日（
土
）

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
場
所

千
早
赤
阪
村
役
場
１
階

期
日
前
投
票
所
・
不
在
者
投
票
所

投
票
日
に
投
票
所
で
手
話
通
訳
者

の
派
遣
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

点
字
に
よ
っ
て
投
票
す
る
人
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。病

気
や
け
が
な
ど
何
か
の
理
由
で

文
字
の
書
け
な
い
人
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

投
票
所
の
係
員
が
あ
な
た
の
指
示

す
る
候
補
者
を
正
し
く
記
入
し
ま

す
。介

助
な
ど
お
手
伝
い
が
必
要
な
と

き
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

選
挙
管
理
委
員
会
1
&2
０
０
８
１

そ

の

他

代
理
投
票

点
字
投
票

手
話
通
訳

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

¡
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら

減
速
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
は
明
る
い
服

装
に
心
が
け
、
反
射
材
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

¡
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

信
号
機
、
一
時
停
止
標
識
な
ど
の

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
通
行

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

終
日
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
自
分
の

存
在
を
相
手
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

¡
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

「
面
倒
だ
か
ら
」「
す
ぐ
近
く
だ

か
ら
」
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
を
持

た
ず
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

幼
児
を
乗
せ
る
と
き
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

¡
め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
転
車
の

追
放駐

車
す
る
と
き
は
、
駐
車
場
・
駐

輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
〜
４
月
15
日

5

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙



予算総額 50億2,352万円

村税�
58,597（23.3%）�

繰入金�
23,200�
（9.2%）�

使用料及び手数料�
2,881（1.2%）�

諸収入�
2,087（0.8%）�

その他�
2,028（0.8%）�

商工費　3,520（1.4%）�
その他　410（0.2%）�

地方交付税�
99,000（39.4%）�

国庫支出金�
6,380（2.5%）�
府支出金�
13,912�
（5.6%）�

民生費�
50,905�
（20.3%）�

公債費�
39,067�

（ 15.6%）�

教育費�
42,559�
（16.9%）�

総務費�
35,981�
（14.3%）�

衛生費�
27,505�
（11.0%）�

土木費�
21,090（8.4%）�

消防費�
15,319（6.1%）�

議会費　9,186（3.6%）�

農林水産業費　5,582（2.2%）�

村債�
25,489�

（10.2%）�

その他�
17,550（7.0%）�

歳入�
25億1,124万円万円�
歳入�

25億1,124万円�

歳出�
25億1,124万円万円�
歳出�

25億1,124万円�

依�

自�主�財�源�

存�

財�
源�

64.7％�

35.3％�35.3％�

■
一
般
会
計

25
億
１，
１
２
４
万
円
（
９
・
８
％
減
）

昨
年
に
引
き
続
き
、
大
幅
な
財
源
不
足
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
超
緊
縮
型
の
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、建
設
事
業
の
抑
制
や
各
事
務
事
業
、

補
助
金
、
人
件
費
の
縮
減
な
ど
に
よ
り
減
ら
し
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、
地
価

の
下
落
な
ど
に
よ
る
税
収
の
減
や
国
の
三
位
一
体
の
改

革
に
よ
る
交
付
税
制
度
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
減
少
し

ま
し
た
。
財
源
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
各
基
金
の
取
り

崩
し
に
よ
り
調
整
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
お
金
の
使
い
途
―
―
―
―
―
―

■
特
別
会
計

25
億
１，
２
２
８
万
円
（
０
・
３
％
増
）

国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）
が
社
会
保
険
か
ら
国

保
へ
の
加
入
者
の
増
に
よ
る
保
険
給
付
費
な
ど
の
増
に

よ
り
４，

３
７
２
万
円
（
７
・
７
％
）
増
加
し
、
老
人

保
健
が
医
療
諸
費
な
ど
の
増
に
よ
り
２，

５
９
３
万
円

（
３
・
４
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
下
水
道
が

下
水
道
建
設
費
な
ど
の
減
に
よ
り
５，

５
８
７
万
円

（
18
・
４
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

平成17年3月の村議会定例会（３月８日から23日まで）が開催され、松本村長から村政運営方針と
予算について説明があり、審議の結果、平成17年度の村の予算が決定しました。

予算総額 50億2,352万円

6

（単位‥万円）

平成17年度 平成16年度 対 前 年 度 対 前 年 度
予　算　額 予　算　額 増　減　額 増　減　率

一　　　般　　　会　　　計 251,124 278,311 △27,187 △9.8%

国民健康保険
事業勘定 60,981 56,609 4,372 7.7%
施設勘定 6,597 6,728 △131 △1.9%

老 　 人 　 保 　 健 79,590 76,997 2,593 3.4%
介 　 護 　 保 　 険 49,371 48,582 789 1.6%

特別会計 下　水　道　事　業 24,857 30,444 △5,587 △18.4%
金 剛 山 観 光 事 業 4,055 4,540 △485 △10.7%
水 道 事 業 収益的収支 16,378 16,204 174 1.1%

資本的支出 9,399 10,422 △1,023 △9.8%
合　　　　　　計 251,228 250,526 702 0.3%

合　　　　　　計 502,352 528,837 △26,485 △5.0%

区　　分
会　計　別

平成17年度の予算が決まりました�平成17年度の予算が決まりました�

会
計
別
で
み
た
予
算
額



■一般会計当初予算の推移

主 な 施 策

▼
当
初
予
算

年
度
が
始
ま
る
前
に
、年
間
の
歳
入
・
歳
出

を
計
上
し
た
も
の
。
な
お
、
年
度
の
途
中
で
、

災
害
の
発
生
や
状
況
の
変
化
に
よ
り
当
初
予

算
を
変
更
す
る
も
の
を
補
正
予
算
と
い
う
。

▼
一
般
会
計

福
祉
、
道
路
、
教
育
な
ど
の
行
政
運
営
に

必
要
な
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
も
の
。

▼
特
別
会
計

一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て
別
個
に
処

理
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
基
金

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た

資
金
の
こ
と
。

▼
繰
入
金
・
繰
出
金

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
な
ど
の
会

計
間
の
現
金
の
移
動
の
こ
と
。

こ
と
ば
の
説
明

7

①豊かな自然と歴史文化を守り、伝え、活用します

¡金剛山施設の維持管理 1,137万円（観光事業課）
¡文化財の調査、保存 191万円（社会教育課）
¡郷土資料館の運営 570万円 〃

②便利で、ここちよく暮らせる都市基盤を形成します

¡村道の整備 404万円（産業建設課）
¡交通安全施設の設置 141万円 〃
¡下水道の整備
（一般会計からの繰出金）12,509万円（上下水道課）

¡上水道の整備
（一般会計からの出資金） 520万円 〃

③地域資源を活かして産業を振興します

¡中山間地域総合整備事業
（水分地区のほ場整備など）2,132万円（産業建設課）

¡森林の整備 50万円 〃
¡小規模企業事業資金融資
信用保証料の補助 10万円 〃

¡地域就労支援事業（就職支援
セミナー、パソコン講習など）38万円 〃

¡観光振興事業（史跡の景観向
上、イベントの実施など） 437万円（観光事業課）

④やすらぎ、安心して暮らせる地域社会を形成します

¡老人保健事業（各種健診、健
診データのシステム化など） 1,656万円（健康福祉課）

¡母子保健事業（乳幼児健
診、各種教室など） 308万円 〃

¡予防接種事業 614万円 〃
¡コミュニティソーシャル
ワーカーの配置 350万円 〃

¡耐震性貯水槽の設置 1,300万円 （総務課）

⑤誰もが地域を誇れるこころを育みます

¡教育コミュニティ支援 20万円（社会教育課）
¡小学校教室の机、椅子の
更新（４～６年生用） 191万円（学校教育課）

0

8

16

24

32

40

８年度� ９年度� 10年度� 11年度� 12年度� 13年度� 14年度� 15年度� 16年度� 17年度�

（億円）�

（平成）�

32
億
２，
８
３
０
万
円

８
３
０
万
円�

32
億
２，
８
３
０
万
円�

30
億
９，
６
８
４
万
円

６
８
４
万
円�

30
億
９，
６
８
４
万
円�

29
億
５，
７
８
０
万
円

７
８
０
万
円�

29
億
５，
７
８
０
万
円�

33
億
４，
２
０
３
万
円

２
０
３
万
円�

33
億
４，
２
０
３
万
円�

33
億
２，
０
６
７
万
円

０
６
７
万
円�

33
億
２，
０
６
７
万
円�

33
億
３，
１
６
２
万
円

１
６
２
万
円�

33
億
３，
１
６
２
万
円�

35
億
８，
５
６
９
万
円

５
６
９
万
円�

35
億
８，
５
６
９
万
円�

28
億
９，
４
９
５
万
円

４
９
５
万
円�

28
億
９，
４
９
５
万
円�

27
億
８，
３
１
１
万
円

３
１
１
万
円�

27
億
８，
３
１
１
万
円�

25
億
１，
１
２
４
万
円

１
２
４
万
円�

25
億
１，
１
２
４
万
円�

土木費

衛生費 総務費 議会費

消防費 農林水産業費 民生費

教育費 商工費 公債費

30,865円

40,253円 52,658円 13,444円

22,419円 8,169円 74,499円

62,284円 5,151円 57,174円

366,916円の内訳
2月末日
総人口6,833人（外国人含む）
で算出

村民１人当たりの予算額村民１人当たりの予算額



小
吹
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
利
用
案
内

老
朽
化
や
教
科
書
の
大
判
化
に
伴

い
村
立
小
学
校
の
机
と
い
す
（
４
〜

６
年
生
用
）を
買
い
替
え
ま
す
の
で
、

従
来
使
用
し
て
い
た
も
の
を
希
望
す

る
人
に
譲
り
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
４
月
14
日（
木
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て

は
、
希
望
ど
お
り
の
数
量
を
譲
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

取
り
は
４
月
17
日（
日
）〜
４
月
24
日

（
日
）に
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

ま
ち
を
歩
く
と
、
は
り
紙
や
立
看

板
、
の
ぼ
り
旗
と
い
っ
た
広
告
物
が

よ
く
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
広

告
物
は
、
あ
る
面
で
は
私
た
ち
に
と

っ
て
便
利
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
無
秩
序
に
設
置
さ
れ
れ
ば
、
ま

ち
の
美
観
や
自
然
の
風
景
を
損
ね
た

り
、
歩
行
や
通
行
の
支
障
と
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

大
阪
府
で
は
、
屋
外
広
告
物
法
及

び
大
阪
府
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ

り
、
広
告
物
の
規
制
を
行
っ
て
い
ま

す
。
歩
道
柵
や
街
路
樹
等
の
公
共
物

へ
の
屋
外
広
告
物
の
掲
出
は
規
制
し

て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
府
建
築
都
市
部
建
築
指
導
室

建
築
企
画
課
景
観
推
進
グ
ル
ー
プ

1
06
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１
㈹

¡
産
業
建
設
課

現
在
、
千
早
赤
阪
村
域
内
で
道
路

や
水
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
里

道
・
水
路
（
法
務
局
備
付
の
公
図
で

赤
色
・
青
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る
も

の
）
の
大
部
分
は
国
有
財
産
で
し
た

が
、
４
月
１
日
か
ら
「
地
方
分
権
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
な
ど
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
村

へ
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
村
域
内
の
里

道
・
水
路
な
ど
の
境
界
確
定
、
占
用

等
許
可
、
都
市
計
画
法
第
32
条
協
議

な
ど
の
各
種
申
請
窓
口
が
大
阪
府
よ

り
村
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
産
業
建
設
課

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に

基
づ
く
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」

は
、
も
う
策
定
さ
れ
ま
し
た
か
？

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に

基
づ
き
、
３
０
１
人
以
上
の
労
働
者

を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、「
一
般
事

業
主
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の

旨
を
労
働
局
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
３
０
０
人
以
下
の
労
働

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
も
、
行
動
計

画
を
策
定
し
そ
の
旨
を
労
働
局
に
届

け
出
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
労
働
局
雇
用
均
等
室

1
06
（
６
９
４
１
）
８
９
４
０

い
ろ
い
ろ
な
事
情
じ
じ
ょ
う

で
義
務
ぎ

む

教
育

き
ょ
う
い
く
を

修
了
で
き
な
か
っ
た
人ひ
と

、「
あ
い
う

え
お
」
か
ら
勉
強

べ
ん
き
ょ
う
が
で
き
、
中
学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

卒
業
そ
つ
ぎ
ょ
うの
資
格
し
か
く

も
と
れ
る
夜
間
中

や
か
ん
ち
ゅ
う

学
校

　
が
っ
こ
う

で
一
緒

い
っ
し
ょ

に
勉
強

べ
ん
き
ょ
う

し
ま
し
ょ
う
。
簡
単

か
ん
た
ん

な
給
食

き
ゅ
う
し
ょ
くも
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

う
け
つ
け
き
か
ん

４
月が

つ

30
日に

ち

（
土ど

）
ま
で

（
た
だ
し
学
校
が
っ
こ
う

の
休
業
日

き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
び

を
除の
ぞ

く
）

対
象
た
い
し
ょ
う

16
歳さ
い

以
上

い
じ
ょ
う

の
人ひ
と

（
外
国
籍

が
い
こ
く
せ
き

の
人ひ

と

も
可か

）

授
業
料

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

無
料
む
り
ょ
う

〈
問と

い
合あ

わ
せ
〉

大
阪
お
お
さ
か

市
立
文

し
り
つ
ふ
み

の
里
中
学
校

さ
と
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

（
夜
間
中
学
級

や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
き
ゅ
う
）

1
06
（
６
６
２
１
）
０
７
９
０

献
　
血

３
月
６
日
に
行
い
ま
し
た
「
愛
の

献
血
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

受
付
数
　
39
人

◎
次
回
の
予
定
は
７
月
11
日（
月
）

で
す
。

在
宅
寝
た
き
り
老
人
介
護
者

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

在
宅
寝
た
き
り
老
人
の
介
護
者
が

一
時
的
に
介
護
か
ら
解
放
さ
れ
、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
い
た
だ

く
事
業
で
す
。

そ
の
間
、
寝
た
き
り
老
人
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
短
期
保
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
利
用
に
よ

り
、
介
護
者
は
日
ご
ろ
の
介
護
疲
れ

を
い
や
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
老
人

を
主
と
し
て
介
護
し
て
い
る
人
（
介

護
を
職
業
と
し
て
い
る
人
を
除
く
）

①
村
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

し
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
老
人

申
請

使
用
の
６
カ
月
前
よ
り
受
け

付
け

設
備
　
ピ
ア
ノ
、テ
レ
ビ
、ビ
デ
オ
、暗
幕

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

②
４
月
１
日
以
前
１
年
以
上
常
時
寝

た
き
り
で
、
そ
の
状
態
が
継
続
す

る
と
見
込
ま
れ
る
人

内
容村

営
「
香
楠
荘
」
宿
泊
利
用
券
２

万
円
相
当
額
を
給
付
し
ま
す
。
利
用

で
き
る
期
間
は
５
月
１
日
か
ら
平
成

18
年
３
月
末
日
ま
で
で
す
。

申
請所

定
の
申
請
用
紙
に
、
地
区
民
生

委
員
の
証
明
を
受
け
、
４
月
28
日

（
木
）ま
で
に
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
村
上
忠
夫
（
東
住
吉
区
今
林
４
―

５
―
２
―
４
１
１
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
ヤ
ス
エ
（
千
早
１
５
６
―

１
）
の
供
養
と
し
て

◎
下
門
　
尚
（
吉
年
１
２
７
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
池
谷
ヒ
サ
エ
の
供
養
と
し
て

◎
東
條
　
久
男
（
森
屋
４
１
４
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
父
重
晴
の
供
養
と
し
て

◎
辻
　
政
彦
　
（
千
早
６
５
８
―
１
）

通
信
カ
ラ
オ
ケ
１
台

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
へ

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

8

机
・
い
す
を
譲
り
ま
す

違
法
広
告
物
の
な
い

美
し
い
大
阪
に

里
道
・
水
路
な
ど
の

受
け
付
け
が
変
わ
り
ま
し
た

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

夜や

間
中

か
ん
ち
ゅ
う

学
校

が
っ
こ
う

生
徒

せ

い

と

募
集

ぼ
し
ゅ
う

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
所
　
小
吹
68
番
地
の
７
８
０

（
小
吹
台
小
学
校
内
）

使
用
料

３
時
間
に
つ
き
３
０
０
円

使
用
時
間
　
午
前
、
午
後
、
夜
間

使
用
者

村
内
在
住
・
在
勤
の
人

休
館
日

12
月
29
日
〜
１
月
５
日

小
吹
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
利
用
案
内

し
ゅ
う
り
ょ
う
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狂
犬
病
は
、
す
べ
て
の
ほ
乳
類
に

感
染
し
、
発
症
す
れ
ば
人
も
動
物
も

１
０
０
％
死
亡
す
る
大
変
恐
ろ
し
い

病
気
で
、
世
界
中
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
犬
の
登
録
と
予
防

注
射
が
徹
底
化
さ
れ
、
数
少
な
い
狂

犬
病
清
浄
国
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
安

心
は
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

村
で
は
、
巡
回
に
よ
る
飼
い
犬
の

登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

を
行
い
ま
す
。
飼
い
犬
は
、
狂
犬
病

予
防
法
に
基
づ
き
、
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

愛
犬
の
登
録
と
予
防
接
種

注
意
事
項

①
登
録
済
の
飼
い
犬
に
つ
い
て
は
、

３
月
下
旬
に
郵
送
し
た
実
施
案
内
に

同
封
の
狂
犬
病
予
防
注
射
交
付
手
数

料
領
収
書
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

②
集
合
注
射
料
金
は
３，

２
０
０
円

で
す
。

な
お
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼

主
は
、
飼
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内
に

登
録
を
し
、
鑑
札
を
つ
け
る
よ
う
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録

（
手
数
料
３，

０
０
０
円
）
は
生
涯

１
回
で
す
。

③
雨
天
の
場
合
、
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
必

ず
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
集

合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
済
ま
せ
た
後
、
住
民
課

で
済
票
の
交
付
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
済
票
は
、
飼
犬
に
つ
け
る
よ
う

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
交
付

手
数
料
は
５
５
０
円
で
す
。

⑤
予
防
注
射
の
常
と
し
て
、
ま
れ
に

シ
ョ
ッ
ク
を
お
こ
し
、
最
悪
の
場
合

死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
狂
犬

病
予
防
注
射
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

⑥
捨
て
犬
や
野
犬
に
つ
い
て
は
、
富

田
林
保
健
所
1
@3
２
６
８
１
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

愛
犬
の
登
録
と
予
防
接
種

4月19日（火）
雨天中止の場合4月21日（木）に順延します。

午前

９時30分～９時50分 桐山老人憩いの家下

10時～10時20分 二河原辺ちびっこ老人憩いの広場

10時30分～10時50分 水分地区利用組合みかん貯蔵所前

11時～11時20分 川野辺老人憩いの家前

11時30分～正午 森屋消防倉庫前

午後

１時～１時20分 村立保健センター前

１時30分～２時20分 ＪＡ大阪南赤阪支店前

２時30分～２時50分 自然休養村管理センター駐車場

３時10分～３時30分 千早老人憩いの家前

4月22日（金）
雨天中止の場合4月25日（月）に順延します。

午前

９時30分～９時45分 吉年老人憩いの家前

９時55分～10時25分 東阪バス停前（旧JA大阪南千早支店前）

10時35分～10時50分 上東阪消防倉庫前

11時～11時40分 中津原集会所前（中津橋横）

11時50分～午後０時10分 小吹老人憩いの家前

午後

１時10分～３時10分 小吹台老人憩いの家前

狂犬病予防接種日程

※時間については前後する場合がありますのでご了承ください。

第
33
回
コ
ロ
ニ
ー
ま
つ
り

３
月
15
日
、
富
田
林
市
消
防
本
部

で
富
田
林
警
察
署
管
内
防
犯
協
議
会

の
刺
股
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

不
審
者
が
侵
入
し
た
場
合
な
ど
に

役
立
て
も
ら
お
う
と
管
内
の
各
小
学

校
に
１
本
ず
つ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
教
職
員
ら
に
取
り
扱

い
の
講
習
会
が
行
な
わ
れ
、万
が
一
に

備
え
て
の
操
作
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

刺
股
は
長
さ
が
２
・
３
ｍ
、約
１
kg

と
軽
量
で
、
持
ち
や
す
い
よ
う
に
ハ
ン

ド
ル
が
つ
い
て
い
る
１
本
も
の
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、

４
月
、
５
月
の
連
休
（
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
）
の
中
日
に
あ
た
る
５
月

２
日
と
６
日
、
連
休
明
け
の
９
日
に

は
来
場
者
の
集
中
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
で
来
場
さ
れ
ま
す
と
、
手

続
き
の
締
め
切
り
時
間
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

1
０
７
２
５
%6
１
８
８
１

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
パ
フ
ォ
マ
ン
ス

タ
イ
ム
や
吹
奏
楽
演
奏
、
和
太
鼓
、

子
ど
も
ゾ
ー
ン
で
は
映
画
上
映
、
手

づ
く
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
、
作
品

展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
作
業
所
や
福
祉
施

設
か
ら
多
く
の
模
擬
店
が
出
店
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
３
日（
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
　

場
所
　
府
立
金
剛
コ
ロ
ニ
ー

（
甘
南
備
２
１
６
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

府
立
金
剛
コ
ロ
ニ
ー（
企
画
調
整
室
）

1
#4
３
６
０
９

小
学
校
に
刺さ

す

股ま
た

が

贈
ら
れ
ま
し
た

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

へ
は
公
共
交
通
機
関
で
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【４・５・６月分のがん検診の予約を受け付けします。】

場所 保健センター
※４月15日の胃がん検診・４月28日の乳がん検診は定員となり
ましたのでキャンセル待ちです。

※負担していただく受診料はいずれも検査料金の１割程度です。
当日、受け付けで支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。役場福祉
係へ事前に申し出てください。）

※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉
健康福祉課（保健センター）1&20069

平成17年度より、がん検診の実施方法が変更になりまし
た。詳しくは今月の広報と同時配布の成人・老人保健事業
などの案内をご覧ください。

が ん 検 診 の お 知 ら せ

子 　 宮 　 が 　 ん
月　　日 ４月28日（木）・５月16日（月）
受　　付 午後１時30分～３時

対　　象

受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれ
（例えば昭和60年・58年･･･）の人。ただし、
奇数年生まれでも昨年未受診の人は受診でき
ます。※19歳以下の人は受診できません

受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれ
（例えば昭和40年・38年･･･）の人。ただし、
奇数年生まれでも昨年未受診の人は受診でき
ます。※39歳以下の人は受診できません

乳　　　が　　　ん
月　　日 ５月16日（月）
受　　付 午後１時30分～３時

対　　象

胃 ・ 大 腸 が ん

月　　日 ５月12日（木）・５月15日（日）
６月13日（月）

受　　付 午前９時～11時15分

対　　象 受診日現在、40歳以上の人
※39歳以下の人は受診できません

結核予防法の改正により、４月からはＢＣＧ接種の対象
年齢が生後３カ月以上６カ月未満に変わり、ツベルクリン
反応検査がなくなりＢＣＧ接種のみとなりました。また、
保健センターでの集団接種から村国保診療所など指定の医
療機関で実施する個別接種となりました。
接種に関することや生後６カ月以上１歳未満で未接種の
人は、保健センターに相談ください。
〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

ＢＣＧ接種の対象年齢が変わりました

手遊びやリズム体操、おもちゃ作りなどを行ないます。
日時　５月19日・５月26日・６月２日・６月９日

６月16日・６月23日（各木曜日）
午前10時～11時30分

場所　保健センター　費用　無料
対象　１歳６カ月から２歳６カ月ごろまでの幼児とその保護者
定員　15組（初回の人優先・兄弟姉妹は同伴可）
受付　４月６日（水）～５月６日（金）
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

遊びの教室参加者募集

※ＢＣＧ、三種混合（１期）、日本脳炎（１期）、麻しん、
風しんの予防接種は、医療機関で実施する個別接種です。
※ポリオ予防接種が、村の実施する日程では接種困難な場
合、河南町・太子町の保健センターにおいても受けるこ
とができますが、予約が必要ですので、必ず村保健セン
ターに申し込みください。

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

生後●●●
ポ　リ　オ ４月４日（月）３カ月以上

90カ月未満

母子手帳、予診票持参。
下痢の人は受けられま
せん。
平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

健康診査＆相談など

や
ま
ゆ
り

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2

０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

１ 歳 ６ カ 月 児 午後１時 平成15年７月
健　康　診　査 ～１時10分 ～９月生

３ 歳 ６ カ 月 児 ４月６日（水）午後 平成13年７月
健　康　診　査 １時45分 ～９月生

～１時55分

な か よ し 広 場 ４月12日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

親と子の交流会 ４月27日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
５月10日（火） 保護者

午後１時 平成15年１月２歳児歯科健診
～１時15分 ～３月生
1歳6カ月・2歳
午後1時45分

歯科フォロー健診
４月15日（金） ～2時00分

３歳６カ月
午後2時15分
～2時30分
午前10時 歯・歯ぐき・入

個 別 歯 科 相 談 ４月18日（月）～11時30分 れ歯に関する相
（要予約） 談を希望する人

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談４月22日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ４月26日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人
あかちゃん広場 ４月27日（水）午前10時 ０～１歳ごろまで
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 の乳幼児
離乳食講習会 ４月27日（水）午前10時 １歳までの乳児

（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 の家族

４月８日（金）午前９時30分
健康・介護・育保健師による ～11時30分
児など相談を希健 康 相 談 ４月13日（水）

午後１時30分
望する人～３時30分

１歳６カ月・２
歳・３歳６カ月
児健診で虫歯に
なりやすいと判
定された幼児

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

第１・３・４ 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制

～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒・

第１・３ 午後１時

ク ラ ミ ジ ア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談
４月15日（金）

午後
１時30分～ 予約制

３時　　　　　
¡飲用水・井戸水検査 午前
¡腸内細菌検査 毎週月曜日 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１ 身体に障害のある

児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［
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東阪 崎　邦 圭 さん
＜20歳　天秤座＞

近況は・・・

大学で経済学科を専攻し硬式野球部で、春季
リーグ戦に向けて毎日練習に明け暮れていま
す。
夢は・・・

小学生から続けている好きな野球を生かし、
「野球」に携わる仕事がしたいです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

３月初旬、野球部35人で和歌山県湯浅へ１週
間合宿キャンプに行ったことです。友だちと普
段聞けない話をしたり、いつもと違う一面を見
れて楽しかったです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

車がないと不便ですが、緑が多く落ち着きま
す。そんなところが好きです。
来月号は・・・

子ども会でよく一緒に遊んだ畠中広樹君です。
畠中君へメッセージを・・・

頑張っていますか。また、遊びに行きましょ
う。

８歳のとき、家族で
三方五湖へ海水浴に行
き、妹と一緒に撮って
もらいました。

KuniyoshiHirosaki

179

参加者募集中
「みんなのひろば」は村民の皆さんのページです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

夢かなうといいな�夢かなうといいな�夢かなうといいな�夢かなうといいな�

２人、いつまでも仲良く、元気に育ってください。
母・淳子さん

かさまつ しほ ちゃん
（ 笠松　　　　 志帆　）

平成８年２月25日生まれ

かさまつ りほ ちゃん
（ 笠松　　　　 里帆　）

平成16年６月10日生まれ

中津原

サッカーの選手になりたいです。

植 野 　 伸 くん
（ うえの　　　 しん ）

赤阪小学校１年
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

村に（社）日本損害保険協会から全自動小
型動力ポンプ付軽消防自動車の寄贈を受け、
３月３日、役場で受納式が行われました。
この車両は四輪駆動車で、ダンパー式手

動昇降装置や全自動の小型動力ポンプを積
載しているなど消防団員への負担に配慮さ
れたものです。
山林が80％を占める本村にとって、機動

力のある消防自動車は山林火災や、狭い路
地で大きな力を発揮します。新たに消防資
機材が増え消防力が大幅に向上します。

●（社）日本損害保険協会●

村に軽消防自動車の寄贈

２月20日、27日、村民運動場で村少年サッカ
ークラブ主催の第19回くすのき杯少年サッカー
大会が開催されました。
大会には、大阪府内のほか、兵庫県、奈良県、
和歌山県から16チームが参加しました。20日の
第１日は、前夜からの雨が残る厳しい条件の中
で始まりましたが、参加選手たちは寒さに負け
ず、熱戦を展開しました。
村少年サッカークラブは、ホームグランドで

多くの声援を受け健闘しましたが、決勝ラウン
ドに進むことはできませんでした。

●くすのき杯少年大会●

サッカーで交流
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

３月２日、式秀部屋（元大潮）の力士と親方が多
聞小学校を訪れました。
この日、全児童（29人）は天竜山

てんりゅうざん

、哲光
てつひかり

、藤間
とう ま

、
大平山
たいへいざん

さんたちと、お話をしたり、「人間ボーリング」
や「だるまさんがころんだ」などのゲームを楽しん
だ後、相撲の基本技や柔軟体操を保護者、地域の人
たちも参加し「しこ」を踏んだり、一人の力士に４、
５人で体当たりし、応戦していました。
子どもたちは「お相撲さんは体が大きくてびっく

りしました」また、「持ち上げてもらいうれしかった」
と話していました。

●多聞小学校●

やっぱりお相撲さんは大きいな

３月11日、中学校の卒業式では55人の生徒一人ひ
とりに卒業証書が授与され、在校生の送辞などのあ
と、「ベスト フレンド」を全員で合唱。たくさんの
思い出を胸に旅立ちました。
また、17日には幼稚園で修了式が、18日には小学

校の卒業式が行われました。

●卒業式・修了式●

新しい旅立ちに向かって

村立中学校
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中
学
時
代
の
先
輩
か
ら
「
儲
か
る
よ
」
と
健
康
食
品
の
販
売
組
織

に
誘
わ
れ
た
Ｂ
子
さ
ん
。
一
応
、
そ
の
組
織
の
責
任
者
と
か
の
説
明

を
聞
い
た
け
れ
ど
、
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
組
織
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
自
分
が
そ
の
健
康
食
品
を
買
っ
て
、
そ
の
後
、
次
々
と
そ
の

組
織
に
入
る
人
を
増
や
し
て
い
く
と
自
分
に
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
張
り
切
っ
て
友
達
を
誘
い
ま
し
た
。
だ
が
、
な
か
な
か
加
入

者
は
増
え
ず
、
売
れ
な
い
商
品
を
抱
え
た
上
に
、
多
く
の
友
達
も
失

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
女
性
と
デ
ー
ト
し
て
意
気
投
合

し
た
Ｃ
君
。
何
度
か
デ
ー
ト
し
た
後
、
彼
女
が
勤
め
て
い
る
宝
石
店

に
誘
わ
れ
、
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
を
勧
め
ら
れ
、
最
初
は
断
っ
た
も
の
の
、

彼
女
に
半
ば
泣
き
落
と
さ
れ
た
格
好
で
、
遂
に
契
約
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
解
約
し
た
い
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
彼
女
と
会
う
と

そ
れ
も
言
い
出
せ
ず
、
多
額
の
借
金
を
抱
え
た
ま
ま
、
ず
る
ず
る
と

日
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

前
の
例
は
「
マ
ル
チ
商
法
」。
後
は
「
デ
ー
ト
商
法
」
で
す
。
問

題
商
法
に
は
、
他
に
も
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
ア
ン
ケ
ー
ト
商
法
、

無
料
商
法
、
資
格
商
法
等
々
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
17
種
類
も

挙
げ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
甘
い
言
葉
で
、
人
の
気
持
ち
の
ち
ょ

っ
と
し
た
隙
間
に
忍
び
込
ん
で
き
ま
す
。
お
い
し
い
話
な
ど
、
そ
ん

な
に
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

◆
一
般
書

一
般
書

雪
の
夜
話
　
　
　
　
　（
浅
倉
卓
弥
）

だ
い
こ
ん
　
　
　
　
　（
山
本
一
力
）

パ
ッ
チ
ギ
！
　
　
　
　
　（
朝
山
実
）

ユ
ー
ジ
ニ
ア
　
　
　
　
　（
恩
田
陸
）

水
滸
伝
16

（
北
方
謙
三
）

花
畑
　
　
　
　
　
　
　
　（
水
上
勉
）

７
月
24
日
通
り
　
　
（
吉
田
修
一
）

剣
客
春
秋
　
濡
れ
ぎ
ぬ
　（
鳥
羽
亮
）

三
度
目
の
正
直
　
　
　
　（
浅
井
柑
）

手
話
で
い
こ
う
　
　
　（
秋
山
な
み
）

川
柳
、
も
の
申
す
！
　
（
大
伴
閑
人
）

ス
ノ
ー
ド
ー
ム

（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー
）

た
の
し
い
リ
メ
イ
ク
ソ
ー
イ
ン
グ

◆
児
童
書

バ
ス
の
女
運
転
手

（
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
キ
ュ
ヴ
ェ
リ
エ
）

ま
た
た
び
ト
ラ
ベ
ル（
茂
市
久
美
子
）

お
お
か
み
か
め
ん
と
き
つ
ね
ど
ん

（
の
ぶ
み
）

◆
お
知
ら
せ

【
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
】

汚
れ
や
破
れ
な
ど
の
あ
る
本
を
必

要
な
人
に
お
譲
り
し
ま
す
。

４
月
８
日（
金
）〜
14
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
室
前
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ

い
。
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
館

き
さ
ら
ぎ
の
瀧
曲
折
を
尽
し
け
り

カ
ス
テ
ラ
の
膝ひ
ざ

に
こ
ぼ
る
る
春
隣

水
音
の
濃
淡
あ
り
て
蕗
の
と
う

画
を
見
る
に
倦あ

み
て
箱
根
の
春
の
雪

御
座
の
間
に
移
る
陽
射
し
の
睦
月
か
な

淡
雪
や
触
れ
た
る
も
の
の
色
に
消
ゆ

椅
子
に
顎あ
ご

あ
づ
け
て
犬
の
日
向
ぼ
こ

阿
　
戸
　
敏
　
明

浦
　
　
　
千
恵
子

尾
　
浦
　
美
佐
子

奥
　
野
　
千
　
秋

貝
　
長
　
　
　
徹

彼
　
塚
　
富
久
子

彼
　
塚
　
正
　
子

俳

句

コ

ー

ナ

ー

お
得
な
話
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
話
の
落
と
し
穴

４
月
23
日
は「
子
ど
も
読
書
の
日
」

で
す
。

幼
児
・
小
学
生
の
み
な
さ
ん
、
本

を
読
み
ま
し
ょ
う
。
図
書
室
に
も
、

た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

図
書
室
で
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
と
ビ
デ
オ
上
映
会
を
開
催
し
ま

す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
１
日（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室

内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

ビ
デ
オ
「
三
銃
士
」

費
用
　
無
料
　
　

定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

対
象
　
幼
児
お
よ
び
保
護
者
、小
学
生

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

お

話

広

場



募　　集

保存会では、世界遺産に登録された、
和歌山県の熊野三山へ史跡見学会を行
いますので参加ください。
月日　５月11日（水）～12日（木）
場所　熊野三山（熊野本宮大社・熊野

速玉大社・熊野那智大社）
費用　会員　23,000円

会員外　26,000円
宿泊場所　勝浦温泉
受付　４月15日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

（社）千早赤阪楠公史跡保存会（郷土
資料館内）1&21588

受付　４月１日（金）～４月15日（金）
受験資格

①昭和53年４月２日から昭和59年４月
１日生まれの人
②昭和59年４月２日以降生まれの者で
次に掲げる人
イ．大学を卒業した者及び平成18年３
月までに大学を卒業する見込みの者
ロ．人事院がイに掲げる者と同等の資
格があると認める者

受験申込先

希望する第１次試験地を所轄する国
税局
試験地（近畿地域）
第１次試験地　京都市、大阪市
第２次試験地　大阪市

〈問い合わせ〉

富田林税務署　1@43281

村軟式野球連盟では、春季大会の一
般参加チームを募集しています。
対象は、16歳以上の村在住・在勤者
で構成するチームです。大会は次のと
おり開催します。
月日　５月１日（日）・８日（日）

（雨天の場合は15日）
場所　村民運動場
費用 １チーム　12,000円
受付 ４月15日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

加藤　明　1&20995

村テニス連盟では、春季テニス大会
（男子ダブルス・女子ダブルス）の参
加ペアを募集しています。大会は次の

とおり開催します。
月日　５月15日（日）

（雨天の場合は22日）
場所　村立テニスコート
対象　16歳以上の村在住・在勤者
（必ずペアで申し込みください）

費用　１ペア　1,000円
受付 ５月７日（土）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

瓦谷義弘　1&27644

日時 ５月15日（日）
午前10時～２時間程度

場所　海洋センター・トレーニングルーム
内容　トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付　５月13日（金）の午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

15

お知らせ

国税専門官採用試験

世界遺産の熊野三山を
訪ねませんか

ちはや星と自然のミュージアムイベント案内

春季軟式野球大会
参加チ－ム

春季テニス大会
参加ペア

トレーニング講習会
受講者

☆ちはや園地ガイドウォーク（毎月第１・２・４日曜日）
ちはや園地の自然とふれあうミニツアー　①午前11時～　②午後１時～

〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1&40056

土星と春の銀河観察
に挑戦！

パークレンジャーと
遊ぼう！

春のブナ林観察

月　日 行事名 内　　　　　　　容

４月９日（土）

４月17日（日）

４月29日
（金祝）

ブナ林でいち早く目覚めるのはどんな植物たち？春のブナ林を散策しながら、
ブナ林の底で始まる植物たちの光の争奪戦をのぞいて見ましょう。
時間　午前10時30分～午後３時　費用 300円
講師 伊藤孝美（府立食と緑の総合技術センター）

府民の森で活躍する、パークレンジャーがやってくる！
一緒に楽しい自然遊びに挑戦しよう。
（里山あそび）

ちはやの自然がもっと楽しめるよ。（無料）
午前10時30分～11時30分

（伝承草花クラフト）
身近な草花を使った、昔から伝わる楽しい遊びを体験！（300円）
午後１時～２時30分

西に移動してきた土星を、見えなくなる前に望遠鏡で見て見ましょう。
時間　午後７時30分～９時（参加に際しては宿泊が必要、宿泊費は別途）
定員 30人　費用　400円　宿泊の問い合わせ 香楠荘 1&40321



村では、次の要件をすべて満たして
いる人を在宅で介護している世帯に、
紙おむつなどの購入にかかった費用の
一部（月額1万円以内）を助成してい
ます。給付決定された場合は、申請し
た月から給付します。
要件

○村に居住する65歳以上の人で、常時
紙おむつを使用している人
○介護保険の要介護認定で要支援以上
の人
○対象となる人が属する世帯の生計中
心者の前年分の所得税額が14万円以
下（１月から６月までの申請につい
ては、前々年分）

〈問い合わせ〉健康福祉課

「痴呆」という用語は、屈辱的な意
味合いのある表現であり、感情やプラ
イドが傷つけられる問題があることか
ら、国において「痴呆」に替わる用語
の検討会において協議が行われ、昨年
12月に「認知症」が最も適当である旨
の報告書がとりまとめられました。
これを受けて、今後「痴呆」の用語
を「認知症」として使用します。
〈問い合わせ〉健康福祉課

16

○介護保険料の納付は

便利な口座振替で

普通徴収の人の介護保険料の納付は、
村から送付する納付書で、取り扱い金
融機関または役場で納めていただくこ
とになります。
保険料のお支払いは、納期限ごとに

自動的に指定の預金口座から振り替え
納付される口座振替が便利で安心で
す。（口座振替日は毎月25日と指定さ
せていただいております）
ただし、指定振替日が取り扱い金融

機関などの休日にあたる場合は、１営
業日前としています。）
口座振替を希望する人は、預金通帳、
通帳使用印鑑、納入通知書をご持参の
うえ、取り扱い金融機関で手続きを行
ってください。
【口座振替取扱い金融機関】

ＵＦＪ・りそな・三井住友・近畿大阪
の各銀行および大阪南農業共同組合・
郵便局
〈問い合わせ〉健康福祉課

受けることがあります。このようなと
きは、国保で負担した医療費はあとで
返していただくことになりますので注
意ください。
〈問い合わせ〉住民課

平成17年度の保険料の所得割額は、
加入者の平成16年中の総所得金額など
を基準に算定します。
この総所得金額などが基準以下の場
合、保険料が軽減される制度がありま
すが、所得の申告がないとこの制度は
適用されません。
村民税のかからない人も含めて、未
申告の人は至急申告してください。
〈問い合わせ〉住民課

福　　祉

年間の保険料額は前年の所得金額を
もとに算定し、決定しています。しか
し、４月１日時点では、皆さんの平成
16年中の所得金額が把握できないた
め、平成16年度の保険料をもとにした
仮の保険料を納付していただきます。
その後本決定は７月に行い、平成17年
度の年間保険料額を決定します。

今年10月から特別徴収になる人

現在、普通徴収の人で今年４月１日
時点、実際に老齢退職年金などを受給
されている人は10月から徴収方法が特
別徴収（支払われる年金から保険料が
天引き）に変わります。

緑の募金で街にみどりを
春のキャンペーン
大阪をみどり豊かにし、二酸化

炭素濃度を減らして地球温暖化か
ら街を守るため、みなさんのご協
力をお願いします。
※募金箱は各公共施設などに設置
しています。

〈問い合わせ〉

大阪みどりのトラスト協会
106（6949）5705

くすのき号の運行終了
平成16年度を持ちまして、くす
のき号の運行を終了させていただ
きました。
大変ご迷惑をおかけしますが、
ご了承のほどよろしくお願いしま
す。

野外活動センターの休止
野外活動センターは施設老朽化
のため、今年度は利用を休止させ
ていただきます。

平
成
16
年
度
の
村
・
府
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
　
税

介護保険料仮徴収額
通知書を送付します

所得の申告を

紙おむつ給付金

「痴呆」から「認知症」へ65歳以上の人の介護保険料（平成17年度）

※「基準額38,140円」をもとに、所得に応じた負担になるよう５段階の保険料に分かれます。

区分 所得区分 保険料の算式 保険料（年額）

第１段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者
で、市町村民税（世帯）非課税の人 基準額×0.5 19,070円

第２段階 市町村民税（世帯）非課税の人 基準額×0.75 28,610円

第３段階 市町村民税（本人）非課税の人
（市町村民税課税の人と同世帯） 基準額 38,140円

第４段階 市町村民税（本人）課税で合計所得額
が200万円未満の人 基準額×1.25 47,680円

第５段階 市町村民税（本人）課税で合計所得額
が200万円以上の人 基準額×1.5 57,210円
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国民年金

４月から「若年者納付猶予制度」の
開始によって、30歳未満で同居してい
る世帯主の収入が一定額を超えている
ため、今までは免除対象外だった人で
も本人（配偶者を含む）の所得が一定
額以下の場合、申請すると保険料の支
払いが猶予されます。また、大学（大
学院）・短大・高等専門学校・専修学
校（夜間部・定時制・通信制課程も含
む）などに在学する20歳以上の学生は、
本人の所得が一定額以下の場合、申請
することによって国民年金保険料の納
付が猶予される「学生納付特例制度」
があります。
○若年者納付猶予期間・学生納付特例
期間は年金を受け取るために必要な資
格期間に含まれますが、将来受給する
老齢基礎年金には反映されません。
若年者納付猶予期間・学生納付特例
期間の保険料は一般の人の保険料免除
制度と同様、10年以内であればさかの
ぼって納めることができます。
○若年者納付猶予期間・学生納付特例
期間中の障害や死亡といった不慮の事
態には、障害基礎年金または、遺族基
礎年金が支給されます。

※申請は毎年必要です。
〈申請・問い合わせ〉住民課

国民年金制度の発展過程において生
じた特別な事情により、障害基礎年金
を受給していない障害者に対し、特別
障害給付金（１級・月額５万円、２
級・月額４万円）が請求月の翌月分か
ら支給されます。
対象者

¡平成３年３月以前の国民年金任意加
入対象であった学生

¡昭和61年3月以前の国民年金任意加
入対象であった厚生年金などの加入
者の配偶者であって、国民年金に任
意加入していなかった期間に初診日
があり、現在障害基礎年金１、２級
相当の障害の状態にある人。
提出先　役場住民課
〈問い合わせ〉

¡大阪社会保険事務局年金部
106（6268）9335

¡天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

天王寺社会保険事務所と国民年金推
進員により、納付相談を次のとおり行
います。
また、村でも大阪社会保険事務局よ

り専門相談員が国民年金・厚生年金な
どの相談に応じる「年金なんでも相
談」を行います。なお、厚生年金被
保険者証・年金手帳などの記号番号や
加入脱退の年月日、または過去の履歴
などをメモしておけばより具体的に説
明ができます。日ごろ年金について不
明な点があれば、この機会に相談くだ
さい。

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

○納付相談（保険料の払い込みもでき
ます）
月日　４月12日（火）
時間 午前11時～午後３時30分
場所 役場第１会議室
○年金なんでも相談

月日　４月28日（木）
時間¡午前10時～11時30分（いきい

きサロンくすのき健康相談室）
¡午後１時～３時（いきいきサ
ロンやまゆり趣味活動室）

〈問い合わせ〉

¡天王寺社会保険事務所（納付相談）
106（6772）7531（代）

¡住民課（年金なんでも相談）

国民健康保険

転入・転出や職場の健康保険に加
入、脱退のときは必ず届けてください。
①加入の届け出が遅れると

国民健康保険（国保）に加入しなけ
ればならないのに届け出が遅れると、
保険料をさかのぼって納めること（最
高２年間）になります。
「被保険者となる」のは、加入の手
続きをしたときではありません。職場
の健康保険をやめたとき、あるいは他
の市町村から転入したときです。した
がって、加入手続きをするまでの間も、
保険料納付の対象期間となります。ま
た、被保険者証がないため、その間の
医療費は全額自己負担となります。
②やめる届け出が遅れると

国保の資格がなくなったのに届け出
が遅れると、被保険者証が手もとにあ
るため、うっかりそれを使って診療を

平
成
17
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
１
期
（
４
月
分
）
の
納
期
限
は
、
５
月
２
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
４
月
25
日（
月
）で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

若年者納付猶予制度・
学生納付特例制度

対象者

若年者
納付猶予

学生納付
特例

30歳未満
（学生を除く） 学生

57万円以下 118万円以下

年金手帳・
印鑑

所得
（単身者）
申請に
必要なもの

学生証・年金
手帳・印鑑

４月から特別障害給付金
制度が始まります

納付相談・年金相談

国民健康保険の届け出は
お早めに



３月25日、大阪府が整備を進めていた国道309号の「河南赤阪バ

イパス」（Ⅰ期）が開通しました。

今回開通したのは、平成13年度に事業着手した河南町神山から

河南町中までの840ｍです。これにより、現道（森屋、水分）の交

通渋滞の緩和が期待されます。

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

４月７日（木）・21日（木）

４月７日（木）

４月21日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

４月１日（金）
５日（火）・８日（金）
12日（火）・15日（金）
19日（火）・22日（金）
26日（火）・29日（金）
５月３日（火）
６日（金）

４月21日（木）

４月27日（水）

４月14日（木）予定

４月28日（木）予定

４月29日（金）予定

４月14日（木）
28日（木）

４月６日（水）
５月４日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,833人（＋３）

男　　3,262人（－３）

女　　3,571人（＋６）

世帯数　2,279戸（＋４）

２月末日現在、（ ）は対前月比
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この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙�

100

３月16日に新しい救急車を千早赤阪分署に配備しました。
この車には、救急救命士が行う電気ショック装置など高度な資器材を新
しく積載しています。
また、四輪駆動車のため、降雪時に困難だった救急活動が素早く、より
安全に出きるようになりました。
この車は、平成９年度から運用し老朽化した救急車を更新のため、昨年
から改造していたものです。

救急車を購入しました
トピッ クス

国道309号　
河南赤阪バイパス（Ⅰ期）開通

神山南交差点から東を望む
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